
８
月
24
日
、
拡
大
世
話
人

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
18
地

域
革
新
懇
、
３
職
場
革
新
懇
、

青
年
ネ
ッ
ト
、
７
賛
同
団
体

か
ら
44
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
末
の
総
会
か
ら
の
活

動
を
総
括
す
る
と
と
も
に
12

月
の
総
会
ま
で
の
運
動
を
つ

か
む
場
と
な
り
ま
し
た
。
大

島
良
満
代
表
世
話
人
が
開
会

あ
い
さ
つ
。
田
辺
準
也
代
表

世
話
人
が
閉
会
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。
議
長
に
中
島

信
行
さ
ん
（
代
表
世
話
人
・

緑
平
民
懇
）
と
柴
田
伸
治
さ

ん
（
一
宮
革
新
懇
）
を
選
出

し
ま
し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ

大
島
良
満
代
表
世
話
人

拡
大
世
話
人
会
は
総

会
か
ら
半
年
の
時
期
を

め
や
す
に
開
か
れ
、
運

動
の
結
果
と
教
訓
を
出

し
合
う
場
で
す
。
机
の

ロ
の
字
し
て
発
言
し
や

す
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
発
言
が
出

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
そ
の
後
、
議
長
の
選

出
を
行
い
ま
し
た
）

古
川
大
暁
（
民
青
同
盟
）

４
月
、
大
学
生
新
歓
に
取

り
組
み
、
青
年
は
将
来
の
働

き
方
に
不
安
を
も
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
で
や
っ
て
い
け
る
の

か
。
友
人
が
金
の
こ
と
で
進

学
も
あ
き
ら
め
た
こ
と
な
ど

貧
困
・
格
差
の
拡
大
に
心
を

痛
め
て
い
る
。
格
差
は
な
く

な
ら
な
い
の
か
。
変
わ
り
う

る
社
会
を
求
め
る
声
が
聞
こ

え
る
。
若
者
の
実
態
調
査
で

「
時
給
１
０
０
０
円
、
働
い

て
貯
金
が
で
き
る
生
活
が
し

た
い
」
の
反
応
も
。
若
者
の

要
求
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

あ
な
た
の
要
求
を
実
現
す
る

の
が
選
挙
だ
と
わ
か
れ
ば
、

行
動
に
つ
な
が
る
。

中
西
八
郎
（
南
区
革
新
の
会
）

４
区
は
２
０
１
７
年
総
選

挙
で
民
主
党
だ
っ
た
統
一
候

補
が
希
望
の
党
に
合
流
し
て

し
ま
い
、
共
産
党
の
人
を
統

一
候
補
に
し
て
た
た
か
っ
た
。

４
区
の
革
新
懇
は
市
民
と
の

連
携
、
市
民
と
野
党
の
共
闘

を
め
ざ
し
て
い
る
が
中
に
は

根
強
い
不
信
感
が
あ
り
、
と

ま
ど
い
も
あ
る
。

参
院
選
後
に
も
集
ま
り
、

活
動
を
維
持
、
発
展
さ
せ
て

い
る
。
市
民
の
要
求
を
く
み

あ
げ
、
十
三
項
目
を
深
め
て

ど
ん
な
内
容
か
を
つ
か
む
こ

と
が
大
事
だ
。
誰
で
も
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
も
の
で
あ

り
、
国
民
連
合
政
府
を
作
る

た
め
に
、
つ
な
ぐ
会
と
も
連

携
し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

西
村
秀
一
（
緑
平
民
懇
）

３
年
前
、
戦
争
法
を
許
さ

な
い
緑
区
の
会
か
ら
野
党
統

一
を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
始

め
参
院
選
で
の
共
闘
し
た
街

宣
、
３
区
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

と
も
連
携
し
て
い
る
。
市
民

ア
ク
シ
ョ
ン
、
立
憲
民
主
、

共
産
、
緑
の
党
な
ど
が
共
同

の
テ
ー
ブ
ル
に
あ
つ
ま
っ
て

い
る
。
３
区
の
取
り
組
み
を

深
め
て
い
き
た
い
。

棚
瀬
一
博
（
革
新
・
日
進
の

会
）戦

争
法
反
対
、
廃
止
を
め

ざ
し
て
毎
月
第
三
土
曜
日
に

集
会
、
デ
モ
を
や
っ
て
い
る
。

共
産
党
・
市
民
派
議
員
も
一

貫
し
て
参
加
。
こ
の
活
動
を

基
盤
に
日
進
市
長
選
に
統
一

候
補
を
立
て
た
。
１
８
８
票

差
で
惜
敗
。
女
性
市
長
誕
生

を
逃
し
た
。
選
挙
の
た
め
に

政
策
づ
く
り
を
市
民
と
共
に
、

市
民
派
議
員
と
一
緒
に
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
・
道
の
駅
づ
く

り
を
ゆ
る
さ
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
充
実
向
け
て
運
動

を
し
て
い
る
。

斎
藤
大
地
（
名
高
教
）

18
歳
選
挙
権
が
は
じ
ま
り
、

こ
れ
ま
で
選
挙
に
な
る
と
名

古
屋
市
管
理
委
員
会
か
ら
連

絡
が
き
て
、
高
校
の
昼
休
み

放
送
で
「
18
歳
選
挙
権
、
投

票
に
行
こ
う
」
と
訴
え
て
い

た
。

し
か
し
、
今
回
の
参
院
選

で
は
連
絡
な
し
。
今
後
は
学

校
の
判
断
で
や
る
こ
と
も
考

え
て
い
る
。

知
崎
広
二
（
愛
労
連
）

７
月
に
定
期
大
会
を
や
っ

た
。
山
尾
、
岡
本
、
重
徳
、

吉
田
氏
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
き
た
。
大
き
な
変
化
。
国

の
最
賃
制
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
。
東
京
は
１
０
０
０
円
に

な
っ
た
。
最
賃
制
審
議
会
、

労
働
委
員
会
が
「
連
合
」
独

占
に
な
っ
て
い
る
。
愛
労
連

と
し
て
点
在
す
る
介
護
職
員

組
織
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。

井
上
勲
（
中
村
区
革
新
懇
）

毎
月
９
の
日
に
こ
だ
わ
っ

て
街
宣
し
て
い
る
。
９
、
19
、

29
の
日
に
は
、
中
村
公
園
に

市
が
で
き
る
の
で
、
地
下
鉄

駅
頭
、
参
道
に
20
人
く
ら
い

参
加
す
る
。
高
校
生
に
（
松

陰
、
中
村
、
同
朋
高
校
）
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て

い
る
。
「
も
う
少
し
パ
ン
フ

が
欲
し
い
」
と
言
っ
て
く
る

こ
と
も
あ
る
。

（３）革新・愛知の会 第２９２号 ２０１９年９月１０日

これまでの運動を力に

市民と野党の共闘をさらに発展させよう！！

８月２４日拡大世話人会開催

特
別
報
告
（
共
産
党
県

書
記
長
）
は
５
面
参
照

提
案
（
村
上
事
務
室
長
）

は
２
面
参
照

討
論



あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

で
「
平
和
の
少
女
像
」
な
ど

展
示
し
た
「
表
現
の
不
自
由

展
・
そ
の
後
」
の
中
止
を
河

村
た
か
し
名
古
屋
市
長
や
松

井
一
郎
大
阪
市
長
が
求
め
、

会
場
内
外
へ
の
卑
劣
な
脅
迫

が
相
次
ぎ
、
開
催
か
ら
た
っ

た
３
日
で
展
示
が
中
止
さ
れ

ま
し
た
。

河
村
市
長
の
発
言
は
憲
法

に
保
障
さ
れ
て
い
る
表
現
の

自
由
へ
の
攻
撃
で
あ
り
、
検

閲
で
す
。
民
主
主
義
社
会
の

根
幹
で
あ
る
表
現
の
自
由
が

保
障
さ
れ
る
べ
き
芸
術
作
品

が
、
卑
劣
な

脅
迫
に
よ
り

安
全
を
理
由

に
中
止
と
な
っ

た
こ
と
に
多

く
の
市
民
が

立
ち
上
が
っ

て
い
ま
す
。

同
展
は
、
こ

れ
ま
で
に
も

圧
力
で
展
示

を
拒
否
さ
れ
て
き
た
作
品
で

す
。
中
止
決
定
の
翌
４
日
に

会
場
前
で
横
断
幕
や
プ
ラ
カ
ー

ド
、
「
小
さ
な
少
女
像
」
を

掲
げ
抗
議
行
動
を
行
い
、

「
再
開
を
求
め
る
県
民
の
会
」

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
８
月

７
日
に
名
古
屋
市
長
へ
の
抗

議
と
謝
罪
要
求
、
愛
知
県
知

事
宛
に
再
開

を
求
め
る
要

望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

革
新･
愛
知

の
会
も
８
月

10

日
に
大
村

知
事
と
河
村

市
長
へ
申
し

入
れ
を
し
ま

し
た
。

ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
参
加

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
抗
議
の
ア

ピ
ー
ル
、
全
国
や
県
下
の
団

体
も
再
開
を
も
と
め
て
声
明

や
抗
議
の
ア
ピ
ー
ル
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

「
県
民
の
会
」
は
連
日
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
革
新

･

北
区
の
会
や
西
区
で
も
抗

議
と
再
開
を
求
め
て
街
頭
宣

伝
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

９
月
13
日
に
は
、
革
新
懇

と
し
て
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
す
。

「
県
民
の
会
」
は
、
９
月

９
日
に
大
村
実
行
委
員
長
あ

て
に
申
し
入
れ
を
し
、
９
月

22
日
午
後
か
ら
は
「
今
す
ぐ

み
た
ぁ
い
！
『
表
現
の
不
自

由
展
・
そ
の
後
』
の
再
開
を

も
と
め
る
全
国
集
会
ｉ
ｎ
な

ご
や
』
を
開
催
し
ま
す
。

（４）革新・愛知の会 第２９２号 ２０１９年９月１０日

革新･北区の会での宣伝（ナゴヤドーム前）

８/２４集会後のデモ

あいちトリエンナーレ「表現の不自由展･その後」の再開を

連
続
憲
法
講
座
第
５
回

は
小
林
武
さ
ん
を
講
師
に

「
辺
野
古
新
基
地
建
設
を

許
さ
な
い
―
―
沖
縄
と
本

土
の
連
帯
」
を
テ
ー
マ
に

お
こ
な
い
ま
し
た
。

小
林
武
さ
ん
は
、
辺
野

古
米
軍
基
地
建
設-

現
況
と

課
題-

と
し
て
、
埋
め
立
て

の
進
捗
は
事
業
全
体
の
約

３･

１
％
（
７
月
末
県
試
算
）
、

軟
弱
地
盤
の
存
在
、
人
々

の
あ
き
ら
め
る
こ
と
の
な

い
努
力
を
話
さ
れ
、
沖
縄

基
地
問
題
の
元
凶
と
し
て

の
安
保
条
約
・
地
位
協
定

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
沖

縄
と
本
土
の
連
帯
の
意
義

は
大
き
い
。
そ
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
米
軍
基
地

を
な
く
す
運
動
を
進
め
る

こ
と
、
何
よ
り
も
学
習
を
、

と
話
さ
れ
、
沖
縄
が
日
本

を
変
え
る
役
割
を
果
た
す

の
で
は
と
も
語
ら
れ
ま
し

た
。

☆
第
４
回
の
振
替
講
座

９
月
21
日
（
土
）

13:

30
～
16:

30

「
参
院
選
の
結
果
を
ふ

ま
え
て
日
本
の
民
主
主
義

を
考
え
る
」

講
師

本
秀
紀
さ
ん
（
名

古
屋
大
学
教
授
）

会
場

労
働
会
館
本
館

１
・
２
・
３
会
議
室

☆
第
６
回

（
最
終
回
）

10
月
26
日
（
土
）

13:

30
～
16:

30

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
終

焉
―
世
界
同
時
株
安
の
危

機
―
」

講
師

森
原
康
仁
さ
ん

（
専
修
大
学
教
授
）

会
場

労
働
会
館
東
館

２
階
ホ
ー
ル

2019年
連続憲法講座

いまこそ
憲 法

９／１３革新･愛知会
シンポジウム開催へ

連日のスタンディング




